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'第8回Ｅ|本学術振興i会實にｚ４氏Ｉ賞に
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Ｂ回’
酉 し

病焉干斤TＵ

Ｕ
日
本
学
術
振
興
会
（
安
西
祐
一
郎
理
駆
艮
）
は
、
日
本
学
術
娠
興
隻
鐵
鑑
査
会
（
蚕
国
民
Ⅱ
江
崎
端

於
奈
・
茨
城
県
科
学
技
術
振
興
財
団
理
頚
艮
）
の
鶴
査
に
基
づ
い
て
、
第
８
回
（
平
成
幽
牟
度
）
日
本

学
術
振
興
会
麹
の
謹
賀
者
塑
人
を
決
定
し
た
。

日
本
学
術
振
興
会
徴
は
、
将
来
の
学
術
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
後
の
ノ
ー
ベ
ル
澱
候
補
者
と
な

る
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
研
究
者
を
い
ち
早
く
顕
彫
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
。
受
賞
者
に
は
鐵
牌
と
副
鐵
と
し
て
研
究
奨
励
金
１
１
０
万

円
が
胸
呈
さ
担
亀

今
回
は
、
自
然
科
学
か
ら
人
文
・
社
会
科
学
に
わ
た
る
あ
ら
ゆ
る
分
蝉
を
対
蝶
と
し
て
い
る
同
鐡
な

ら
で
は
の
研
飛
背
別
人
に
授
与
さ
れ
る
。
自
然
科
学
系
で
は
、
マ
ウ
ス
に
お
い
て
肌
や
毛
の
色
の
も
と

と
な
る
邑
楽
聯
細
胞
を
同
定
、
牌
細
胞
が
維
持
さ
れ
る
分
子
馳
柵
種
明
ら
か
に
し
、
口
腱
・
脱
毛
な
ど

の
老
化
現
鍍
の
理
解
な
ど
に
貢
献
し
た
所
究
習
ら
が
越
誇
さ
れ
た
。
人
文
，
社
会
科
学
系
で
は
、
ｎ
本

占
代
史
の
川
究
に
お
い
て
幽
爾
な
鐵
料
で
あ
る
木
伽
を
詳
細
に
分
析
す
る
》
」
と
で
、
部
城
を
中
心
と
す

る
日
本
粛
代
の
変
通
制
度
の
斐
嘘
莚
岬
胴
し
た
川
究
護
ら
が
趣
考
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
叫
人
の
愛
鐵
者
の
叩
か
ら
、
口
本
学
士
院
学
術
奨
励
職
の
受
鐵
者
が
趣
ば
れ
る
。
２

圃
酎
日
に
、
躯
皐
上
野
公
園
の
日
本
学
士
院
で
、
口
本
騨
術
振
興
会
徴
と
日
本
学
士
院
挙
術
奨
励
灘

の
腱
幽
式
が
同
時
に
行
わ
れ
る
予
定
。

＝

ｌ
’

◇
中
野
震
由
・
大
阪
大
学
大
学
院
ご
と
を
、
材
料
工
学
的
手
法
に
よ
り

エ
学
研
究
科
教
授
岬
岨
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
研
究
を
、

鰯
一
癖
鰄
亟
艤
鱸
灘
灘
馴
繊

構
造
な
ら
び
に
膏
レ
ベ
ル
の
縄
配
同
化
制
御
因
子
在
発

代
替
材
料
へ
の
複
合
領
域
型
研
究
」
扇
す
る
と
と
も
に
、
骨
配
向
化
が
侭

中
野
氏
は
、
巽
方
枇
櫛
瞳
を
持
つ
進
さ
れ
る
よ
う
な
新
規
概
念
か
ら
な

ア
パ
タ
イ
ト
結
晶
の
配
向
性
が
、
倒
ろ
骨
代
替
材
料
の
設
計
・
嗣
発
に
応

の
強
腱
を
は
じ
め
と
す
為
様
々
な
特
用
腫
附
し
た
。
｜

健
在
支
配
す
る
璽
要
な
因
子
で
あ
る

骨
の
特
性
決
め
る
重
要
因
子
解
明
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